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1930年代 商業美術の軌跡

西村美香

一 プレスアル ト研究会の活動を見る一

1937年(昭 和12年)1月,広 告 印刷 物 の

実 物頒布 を 目的 と した 「プ レス アル ト」 と

呼 ばれ る雑誌 が 京都 で 出版 された。 当時,

日本国 内で デザ イ ンに関す る雑誌,書 籍 は

厂広 告 界」 「ア フ ィ ッシュ」 な ど,い くつ

か 出 版 さ れ て い たが,こ の 厂プ レス ア ル

ト」 の よ う に実 物 の 広 告 物,ポ ス ター や

リー フ レ ッ トな どを頒 布す る例 は他 に少 な

く,ま たそ の出版 がマ ス コ ミあるい は広告

デザ イ ンの 中心 であ る東京 で はな く,言 わ

ばその 中心 を離 れた と もい うべ き関西 か ら

な され た とい うこ と,多 くのデザ イナ ーが

無償 で本 誌 に寄稿 した こと,な どの点 か ら

「プ レス ア ル ト」 は,注 目 され るべ きユ

ニ ー クな雑 誌 で あ る と思 わ れ る。 厂プ レス

ア ル ト」誌 はその後,幾 多 の変遷 を経 なが

らも,形 を変 え現在 も出版が 続 け られ て い

る。非 常 に息 の長 い出版 物で あ るが,本 稿

で は創刊 よ り第73号 まで,戦 前発行 分 をと

りあげ,誌 の 概 要 を述 べ る と と もに,「 プ

レスアル ト」誌 及 びそ の出版 元で あ る 「プ

レス アル ト研 究 会」 が果 た した1930年 代

商 業美術 界 で の役割 を調 査研 究す る こ とを

目的 と したい。

「プ レス アル ト」誌 は京都 で古本 屋 を営

んでい た脇 清吉 が京都 高 等工芸 学校(現 京

都 工芸繊 維 大学)の 向井 寛三郎,霜 島之 彦,

本 野精吾 の三教授 を顧 問 に結成 した 「プ レ

スアル ト研 究会」 の機 関 誌 と して 出版 され

た。"印 刷 美 術"を 意 味 す るエ スペ ラ ン ト

語 で命 名 され た この雑 誌 は,月 刊100部 余

りか ら出発 す る。賛助 会 員か ら提 出 された

ポスターやリーフレット,パ ッケージなど

広告印刷物と,商 業美術に関する様々な論

説を冊子にまとめ,会 員に頒布された。

「商業美術家が自身のうちに持つ知識を互

いに交換することによって自らを成長せし

めてゆく」というのが研究会の趣旨である

が,当 初は理解されがたいものであったよ

うだ。広告印刷物が本来の目的ではなくこ

のような研究資料として使用されるために,

はじめから余分に刷られているはずもなく,

また広告デザイン(商 業美術)の 研究自体

が意義あるものか否かも疑わしかった当時,

研究会の趣旨を理解 し資料として印刷物を

提供してくれる企業は多 くはなかった。ま

た原稿料も支払われることがないため,デ

ザイナーの協力を取 りつけるのも大変な苦

労であった。しかし創刊当時のそういった

苦労も,脇 清吉の熱意と行動力,京 都高等

工芸の三教授や今竹七朗(大 阪高島屋),

山名文夫(資 生堂)と いったデザイナーの

商業美術に対する熱意によって次第に理解

者,協 力者は増え実を結び始める。京都,

大阪など関西が中心であった会員も東京,

九州,満 州と全国に広がり,発 行部数は飛

躍的に増加 した。 しかし実物頒布は300部

をもって限界となり,5年 目以降からは月

刊誌だけの販売も併せて行うようになる。

創刊3年 目には,印 刷業者や企業の協力の

もと,本 誌はデザイナーの制作活動の発表

の場となり,印 刷業者の技術広告の機関で

あると評価されるようになった。賛助会員

であるデザイナー等は作品と制作意図を寄
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せ,そ れ に対 して他 の デザ イナ ーが批評 な

ど意 見 を述 べ る とい った,誌 上 を通 じて の

意 見交換 やデ ザ イ ン論 の論議 が展 開 され た。

また研 究 会 が座 談 会 を主 催 す る な ど,「 プ

レス アル ト」 を介 して,デ ザ イナ ー同士 は

横 のつ なが りを広め る ことがで きた。研 究

材 料 を提供 し,お 互 い情報 交換 を しあ って

広 告 デザ イ ンの 質 を高 め,デ ザ イ ンの社 会

的役割 を模 索す る とと もにデ ザ イナ ー同士

が結 束 して まだ まだ社会 的 に認 め られ てい

な か ったデザ イ ナーの地 位 の向上 を 目指 す,

そ うい った造形 運 動の 基盤 の一つ に 厂プ レ

スア ル ト」 はな った と考 え られ る。事 実,

戦 後1951年(昭 和26年)に 「日本宣 伝美術

会 」が 結成 され たが,そ の時 に東西 の デザ

イナ ーが予 想外 の早 い ま とま りを見せ たの

は 「プ レス アル ト」 とい う機 関が 働い たか

らだ と も言 われ てい る。関西 の デザ イナ ー

の まとめ役,関 西 と関 東の橋 渡 しそ うい っ

た役 割 を 「プ レスア ル ト」 は果 た してい た

とい え よう。そ ん な 「プ レス ア ル ト」 も第

2次 世 界大 戦の 戦局 が厳 し くな り,敗 戦 気

運 が 見 え隠れす る1944年(昭 和19年>3月,

つ いに 出版停止 とな りそ の後5年 間の休 刊

に 追い込 まれ る。休 刊前 の3年 間程 は,世

の 中の全 てが そ うであ った よ うに,本 誌 の

内 容 も戦 時色 の濃 い統制 の 感 じられる もの

で あ った。 自由 な競争経 済 の もとで のみ 本

領 を発 揮 で きる広告 デザ イ ンの仕事 が戦 時

体 制 の真 只中で どの ような活動 が で きたの

か,本 誌 はそ の実態 の記 録集 で もあ った。

デ ザ イナ ーの 多 くが戦争 と関 わ り,政 府 の

統 制下 で苦 しん だ様子 が伺 え るので あ る。

しか し様 々な規制 をうけ なが ら もそ して競

争 経済 が ひっそ く した状況 下で あ って も,

月 々の広告 印刷物 の頒布 は続 け られ,そ の

点数 は73集 で,約1500種 にの ぼ った。 脇清

吉 や デ ザ イナ ー等 の熱 意,企 業 の協 力 と

い った ものが こ こに も感 じられ るので あ る。

1967年(昭 和42年)「 日本 の広 告 美術 一 明

治 ・大正 ・昭和 」 と題 され てポ ス ター,新

聞広 告,パ ッケ ー ジに関す る書籍 が美 術 出

版社 か ら出版 された が,そ れ に掲 載 された

図版 に 「プ レスア ル ト」 で集 め られた広 告

印刷 物 が 多い に活 用 され た とい う。 「プ レ

ス アル ト」 の仕事 は,デ ザ イ ン史 上 を振 り

返 る と き生 きた広告 の資 料 と して,貴 重 な

価値 が あ ると評 価 され るの であ る。

企 業が 宣伝 部 や図案部 を儲 けデザ イ ンの

専 門家 を雇 い,ま た 国立 や私立 でデ ザ イ ン

を専 門 とす る学 校 や 学 科 が 設 立 され つ つ

あ った1930年 代,そ れ ら企業 デザ イナ ーや

デザ イン科 学生 に 国内 のデザ イン ワー クの

状 況 を伝 え,小 さい なが ら もデザ イ ンを論

じる場 を提供 し,資 料 となる広告 物 を安価

で しか も購読 者 に は何 の収集 の手 間 も取 ら

さず に頒布す る本 誌 の存在 は貴 重 であ り,

この よ うな雑 誌 の 出現 は情 報過 疎 とも言 え

る当時,多 くのデザ イナーが望 ん でい た こ

とで あ ろ う。 関西 をは じめ とす る多 くの デ

ザ イナ ーの熱意 に よって支 え られ 起動 して

い た 「プ レスア ル ト」 は,日 本 の近代 デ ザ

イ ン史上 の初 期 にお いて,造 形運 動 の一 端

を担 う もの と して,見 逃せ な い動 きと考 え

られ る。

(にしむら・みか)
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